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はじめに 
 

令和３年９月に「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」が施行さ

れ、医療的ケア児とその家族への支援が自治体の責務となる中、本市においても日常

的に医療的ケアを必要とする児童の保育施設における受け入れが求められています。 

本市では、第５次小金井市基本構想・前期基本計画において、困難を抱える家庭へ

の支援の充実を掲げており、その実現に向けては、医療的ケア児とその保護者が必要

な支援を受けられる環境の整備も重要な課題です。 

また、令和７年８月に策定した「小金井市立保育園の在り方に関する方針」では、

市全体の保育の質の維持・向上を図るため、市立保育園の果たすべき役割を定めてお

り、医療的ケア児の受入れについても市立保育園の役割のひとつとして位置付けてい

ます。 

こうした中で、医療的ケア児の保育に関わる全ての人が、必要な事項について共通

の理解を持ち、医療的ケア児に対し安全な保育を提供し、また保護者が安心して保育

園に預けることができるよう、本ガイドラインを策定いたしました。本ガイドライン

は、今後実践を積み重ねていく中で変更または追加すべき事項が生じた場合には都度

改訂し、より実情に即した内容に更新することが必要であると考えています。 

最後に、本ガイドラインの策定にあたっては、小金井ファミリークリニック富永院

長、東小金井小児神経・脳神経内科クリニック生田院長及び小金井市医療的ケア児コ

ーディネーターにご監修をいただきました。この場を借りて厚く御礼申し上げます。 

 

 

 

令和８年５月 

小金井市子ども家庭部保育課
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１ 基本的事項 

⑴ 保育園で行うことができる医療的ケア 

① 喀痰吸引（口腔、鼻腔、咽頭気管） 

② 経管栄養（胃ろうまたは腸ろう、経鼻経管栄養） 

③ 導尿 

※ 上記以外の医療的ケアについては、各保育園での実施体制が十分に整った 

上で、個別に実施の検討を行います。 

 

⑵ 利用児童の要件  

  原則２歳児クラス以上（※）で次の要件を全て満たしている児童 

 病状や健康状態が安定していて、子ども同士の関わりの中で過ごせること。 

 保育の必要性があり、主治医から保育園等の入所が可能と判断されている

こと。 

 日中に自宅で行っている医療的ケアが確立し、保護者による安定した医療

的ケアが行われていること。 

 病状や医療的ケアに関する情報を保護者と保育園等で十分に共有ができる

こと。 

 保護者や主治医の同意のもと、保育園等と医療機関が連携できること。 

 日常的に別室ではなく保育室で保育ができること。 

 ※ 主治医が入所可能と判断した場合は、個別に受け入れについて検討します。 

 

⑶ 実施園 

  けやき保育園 

 

⑷ 入所時期 

  原則、毎年４月１日 

  ※ 年度途中の入園は実施しません。 

 

⑸ 保育時間・曜日 

  原則、月曜から金曜までの午前８時３０分から午後５時まで。 

  ※ 土曜保育、延長保育は実施しません。 

 

⑹ 本ガイドラインの取扱い 

  本ガイドラインは私立保育園における医療的ケア児の受け入れに際しても準

用します。          
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２ 実施者・体制 

⑴ 医療的ケアの実施者 

  保育園等において実施される医療的ケアについては、医療的ケア対応の看護職

員が主治医の指示に基づいて実施します。 

ただし、必要に応じ、保育士等で社会福祉士及び介護福祉士法に基づく「喀痰

吸引等研修（第３号）」を修了し、業務登録を受けた者（以下、「認定特定行為業

務従事者（※）」という。）も、特定した 5つの医療的ケアを行うことがあります。 

※ 「認定特定行為業務従事者」が実施できる医療的ケアは、①口腔内の喀痰吸

引 ②鼻腔内の喀痰吸引 ③気管カニューレ内の喀痰吸引 ④胃ろう又は腸ろ

うによる経管栄養 ⑤経鼻経管栄養 

 

 

 

特定行為  

一定の研修を受けた保育士等も認定特定行為業務従事者として実施可能 

医療的ケアの例：たんの吸引（口腔内・鼻腔内・気管カニューレ内） 

経管栄養（胃ろう又は腸ろう、経鼻経管栄養） 

特定行為以外の医行為 

看護師等の免許を有する者が実施可能 

 

 

 

⑵ 入所相談体制 

  小金井市子ども家庭部保育課（以下「保育課」という。）及び医療的ケア児コー

ディネーターを中心として入所の検討に必要な情報を保護者へ提供します。入所

前の施設見学は、園長及び園の保健担当看護師が担当します。 

 

⑶ 研修体制 

医療的ケアを安全かつ適切に実施するため、必要な知識や技術が身に着けられ

るよう看護師及び保育士の研修受講を促進します。また、市立保育園内でノウハ

ウの共有を目的とした職員研修を実施します。 

  

                      

＜保育園における医療的ケア＞ 
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３ 利用開始までの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

6~７月 
６～７月 

８月 

９月 

１０月 

１１月 

１２月～１月 

（１） 利用相談 

（２） 主治医への意見書作成依頼 

（４） 医療的ケア児受入検討会議の開催 

（５） 結果通知の送付 

（６） 入所申請 

（７） 利用調整・内定通知 

（８） 主治医の指示書準備、入所前健診 

（９） 入所前カンファレンス 

（１０） 入所条件の確認 

（１１） 利用決定通知 

（３） 施設の見学・面談 
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⑴ 利用相談 

  相談日の日程調整を行うため、保護者は小金井市子ども家庭部保育課（以下「保

育課」という。）へ電話又はメールで来庁相談の日程調整をします。保育課の窓口

へ来庁する際には、次の書類を記入し持参してください（その場でご記入いただ

くことも可能です）。 

① 医療的ケア児保育園利用事前相談票（様式１） 

② 医療的ケア児童状況書（様式２） 

③ 母子健康手帳 

④ お薬手帳 など 

保育課での相談時には、児童の状況や希望する保育園について確認し、受入れ

相談可能な園などの情報を保護者へ伝えます。見学を希望する保育園がある場合

には、保育課から希望園に対し「医療的ケア児童状況書（様式２）」等を情報提供

します。 

   

⑵ 主治医への意見書作成依頼 

  見学日までに「医療的ケア意見書（様式３）」をご用意いただき、見学の際に写

しを施設へご提示ください。原本は、別途、保育課へご提出ください。 

   

⑶ 施設の見学・面談 

  原則、保護者が児童と一緒に保育園へ来園し、施設の見学及び施設長と面談を

行います。その際、医療的ケア児コーディネーターに同席を依頼することができ

ます。施設長や看護職員は、保育課からの情報提供の内容を踏まえ、児童の状況

及び実施する医療的ケアを確認します。医療的ケアの対応について不明な点は、

主治医等に確認します。 

また、必要に応じて、保育課、保育園、主治医及び関係機関等で情報を共有し

ます。 

     

⑷ 医療的ケア児受入検討会議の開催 

  児童の状況、医療的ケアの内容及び施設における配慮事項等に関して、専門的

な見地から意見を聴取し、保育園での受入の可否を決定するため、医師、看護職

員、医療的ケア児コーディネーター並びに施設長等を構成員とする「小金井市医

療的ケア児受入検討会議」（以下「検討会議」という。）を実施します。会議の結

果、保育園での受入が難しいと判断された場合は入所保留となる場合があります。 

   

⑸ 結果通知の送付 

  検討会議の結果をうけ、保育課から保護者へ検討会議結果通知を発送します。 

 

⑹ 入所申請 
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検討会議結果通知において入所が可能と判断された場合、保護者は別途定める

締切までに入所申請に必要な書類一式を用意し、保育課へ提出します。利用相談

時に提出した必要書類に変更があった場合には、併せて提出します。 

     

⑺ 利用調整・内定通知 

保育課において内定園を決める利用調整を行い、「施設・事業利用調整結果通

知書」または「施設・事業利用調整結果（保留）通知書」により結果を保護者へ

通知します。 

 

⑻ 主治医の指示書準備、入所前健診 

保護者は主治医へ「医療的ケア指示書（様式４）」の作成をご依頼いただき、

内定園へご提出ください。また、内定園の園医による入所前健診を受診してくだ

さい。 

 

⑼ 入所前カンファレンス 

保育園で行う医療的ケアの内容、注意点、保育園での過ごし方及び緊急時の対

応等について、保護者、医師、内定した保育園、訪問看護事業所、医療的ケア児

コーディネーター、通所施設並びに保育課等の関係機関により情報共有等を行い

ます。 

 

⑽ 入所条件の確認 

  慣れ保育、預かり時間及び緊急時の対応等入所にあたっての諸条件を内定した

保育園と確認します。 

 

⑾ 利用決定通知 

  利用決定通知書により利用が最終的に決定されます。 
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４ 保育園での生活 

⑴ 支援計画の作成 
  保育園へ入所することは、これまでの保護者との家庭での生活から、子ども同

士や職員との集団生活へと変わるため、新たな環境に慣れることが重要です。ま

た、保護者と施設長、看護職員、担当保育士とで医療的ケアの内容や方法を相互

に確認することや、安全に過ごすための配慮事項やリスク等を踏まえた具体的な

個別支援計画を作成することが必要となります。 

   

⑵ 慣れ保育 

  入所後一定の期間、保護者も付き添って短時間からの慣れ保育を行い、保育の

内容や医療的ケアの内容を保護者と保育園等で確認します。慣れ保育の期間は、

個々の児童の状況や看護職員による医療的ケアの習熟度等を踏まえて、保護者と

園の協議のうえで決定します。 

   

⑶ 行事・園外活動 

  児童の状態に合った無理のない行事や園外活動等を計画し、あらかじめ保護者

へ説明し、理解を得ておくほか、必要に応じて主治医等の医療機関にも確認しま

す。安全な保育のため、保護者の同伴を求める場合は、その必要性などを十分に

検討し、保護者の理解と協力を得るようにします。また、体調や当日の天候等に

より、安全な保育や適切なケアの確保ができないと園長又は看護師等が判断した

場合は、参加を見合わせる場合があることについて、事前に保護者の同意を得て

おきます。 

   

⑷ 緊急時の対応 

  児童の体調が変化した際には、園長又は看護師等が緊急性及び保育継続の可否

の判断を行います。緊急性が高いと判断した場合には、保護者へ速やかに連絡し

児童の状況及び対応内容を説明するとともに、医療機関へ搬送します。主治医等

の医療機関への搬送が困難な場合は、他の病院へ搬送し処置を依頼します。 

  なお、緊急性が高くないと判断しても、保育の継続自体は難しいと判断した場

合には、保護者に児童の引き取りを依頼します。 

 

⑸ 災害発生時の対応 

   園長又は看護師等から保護者に速やかに連絡し、児童の状況及び対応の内容を

説明した上で、保育園での保育の継続が難しい場合は保護者に児童の引き取りを

依頼します。 

  

⑹ 保健担当が不在の場合等 

保健担当が不在又は医療的ケアを実施することが困難な場合は、医療的ケア児
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の受入れを行っていない他の施設の看護師等が臨時に医療的ケアを行うことが

あります。 
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５ 各関係者の役割と連携 

⑴ 園長（施設長） 

① 安全に医療的ケアが実施できるよう、園内の職員体制を整えるとともに、緊

急時には関係機関と連携しながら速やかに、かつ適切な対応を取る。 

② 園見学に立ち合い、当該児童の状態を確認する。 

③ 医療的ケア児受入検討会議に出席し、当該児童の保育について意見を述べる。 

④ 主治医に「医療的ケア指示書（様式４）」の作成を依頼する際、保護者の了承

を得た上で受診に同行し、主治医から必要な指示、指導、情報提供を受ける。 

⑤ 入所前カンファレンス、入所後の定期的なカンファレンスを開催する。 

⑥ 保護者に医療的ケアの実施体制等について説明する。 

⑦ 保護者が安心して子どもを預けられるよう、日頃から保護者と十分にコミュ

ニケーションを取りながら、必要に応じて子育てに関する相談・助言を行うな

ど、保育園としてその世帯に対して可能な支援を行う。 

⑧ 当該児童の体調急変時等に看護師、保育士に必要な指示を出すとともに、保

育課に状況を報告する。 

⑨ 緊急時に備えて定期的に園内で訓練を実施する。 

 

⑵ 看護師・保健師 

① 医療的ケア指示書に基づく医療的ケアを実施する。 

② 保護者の了承を得た上で、受診に同行又は園への訪問を受け、主治医等から

必要な指示、指導、情報提供を受ける。 

③ 入所前カンファレンス、入所後の定期的なカンファレンスに参加する。 

④ 医療的ケア児の健康状態を把握するとともに、その情報を園長、保育士等と

十分に共有する。 

⑤ 当該児童の体調急変時等に必要な応急的対応を取るとともに、状態に応じて

医療機関への搬送等の調整を行う。 

⑥ 児童を医療機関へ搬送等する場合、同行し医師に状況の説明等を行う。 

⑦ 不在時の応急的な医療的ケアの実施体制について、訪問看護事業所、他の市

立保育園の看護師等と調整をする。 

⑧ 医療的ケアを実施するための医療器具や備品などの管理を行う。 

⑨ 医療的ケア指示書に基づく個別実施マニュアル、緊急時対応マニュアル等の

作成を行う。 

⑩ 医療的ケアの実施状況の記録及び記録の管理を行う。 

 

⑶ 保育士 

① 登園時に保護者から児童の当日の健康状態等について確認をする。 

② 看護師等と連携して児童の健康状態を把握しながら保育を行う。 
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③ 降園時に当日の園での生活状況等について保護者に伝える。 

④ 入所前カンファレンス、入所後の定期的なカンファレンスに参加する。 

⑤ 当該児童の体調急変時等には速やかに園長、看護師等に報告し、必要な対応

を取る。 

⑥ 必要な研修を受講したうえで、看護師と連携して医療的ケアを実施する。 

 

⑷ 栄養士 

① 医療的ケア児の発達に応じた給食の提供方法、献立を検討する。 

② 給食の提供にあたり、注意すべき事項を確認し、調理員に伝達した上で、看

護師、保育士と情報共有をする。 

③ 入所前カンファレンス、入所後の定期的なカンファレンスに参加する。 

④ 医療的ケアの内容に応じて主治医の指示や専門機関などに相談する。 

 

⑸ 子ども家庭部保育課 

① 医療的ケア児を安全に保育できるよう人的体制の確保、設備の整備等を行う。 

② 保護者から医療的ケア児の保育園の利用に関する相談を受けた際には、必要

な情報提供を行うとともに、入所の申込みがあった場合には園等と情報共有、

その他必要な調整を行う。 

③ 医療的ケア児受入検討会議を開催し、集団保育の適否等を検討の上、入所の

可否を判定し、その結果を保護者に通知する。 

④ 必要に応じて訪問看護事業所との委託契約により、保育園に看護師を派遣し、

医療的ケアを行う。 

⑤ 医療的ケア児に関する個人情報を適切に管理するとともに、保護者の同意を

得た上で庁内の関係部署と必要な情報の共有を行う。 

⑥ 入所前カンファレンス、入所後の定期的なカンファレンスを主催する。 

 

⑹ 医療的ケア児コーディネーター 

① 保護者からの相談に応じ、情報提供、関係者との調整等を行う。 

② 主治医に「医療的ケア指示書（様式４）」の作成を依頼する際、保護者の了

承を得た上で受診に同行し、主治医から必要な指示、指導、情報提供を受ける。 

③ 入所前カンファレンス、入所後の定期的なカンファレンスに参加する。 

④ 定期的に児童の医療的ケアの実施状況を把握する。 

 

⑺ 主治医 

① 保育園の入所申込を予定する医療的ケア児の保護者からの求めに応じ、集団

生活の適否等に関する「医療的ケア意見書（様式４）」を作成する。 

② 保育園の入所が内定している医療的ケア児の保護者からの求めに応じ、医療

的ケアの具体的な内容等に関する「医療的ケア指示書（様式４）」を作成する。 
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③ 医療的ケア児の入所後も、保育園での医療的ケアの実施にあたって必要な指

示、指導、情報提供を保育園の職員等に対して行う。 

④ 入所前カンファレンスに出席するなど、当該児童の保育について指導、助言

を行う。 

 

⑻ 嘱託医（園医） 

① 入所前健診、定期健診において児童の健康状態を確認し、園の職員に対して

指導、助言を行う。 

② 医療的ケア児の受入れのための環境の整備について、必要に応じて保育園の

職員に対して指導、助言を行う。 

  

 ⑼ 専門医 

① 医療的ケア児受入検討会議に出席し、当該児童の保育の受入の可否について 

意見を述べる。 

  ② 医療的ケア児の受入れのための環境の整備について、保育園の職員に対して

指導、助言を行う。 

 

 

６ 保護者にご承諾及びご協力いただく事項 

ご承諾いただく事項 

⑴ 本ガイドラインに記載の事項全般 

⑵ 医療的ケアを担当する看護師等の保健担当不在時には医療的ケアを実施でき

ないため、保育を行えないこと。 

⑶ 本ガイドラインで定めている医療的ケア以外の医療行為、リハビリテーション

を行うことができないこと。 

⑷ 児童の発達状況等及び医療的ケアの内容に応じて、登園日数、登園時間を調整

する必要があること。 

⑸ 児童が保育園の環境になれるため、また、安全に医療的ケアを実施するため、

入所当初に保護者の付き添いのもと慣れ保育を実施すること。 

⑹ 児童が体調不良の際には保育を行えないこと。 

⑺ 保育園は児童が集団で生活をする場であるため、感染症の流行時等には感染を

するリスクが高まること。 

⑻ 共に保育を行うことに対して理解を得るため、クラスに医療的ケア児が在籍す

ることについて他の保護者及び児童に説明すること。 

⑼ 児童の状況により実年齢以外のクラスに所属することがあること。 

⑽ 集団での保育が困難になった場合、退園の必要があること。 

⑾ 上記⑴から⑽の事項について、確認した旨の「医療的ケア児の保育に関する承

諾書」（様式７）を市に提出すること。 
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ご協力をいただく事項 

⑴ 入所の申込にあたって、主治医へ「医療的ケア意見書（様式３）」の作成を依頼

すること。 

⑵ 入所を希望する園の園医による入所前検診に児童を受診させること。 

⑶ 主治医へ「医療的ケア指示書（様式４）」の作成を依頼すること。 

⑷ 入所にあたって、児童の状況等に関する情報を保育課及び保育園に提供するこ

と。 

⑸ 入所前カンファレンス、入所後の定期的なカンファレンスに参加すること。 

⑹ 日々の健康状態について保育園に伝達すること。 

⑺ 医療的ケアの内容の見直しに関わる情報（主治医の意見や健康状態の変化等）

を速やかに保育園に伝達すること。 

⑻ 主治医との連携が必要な場合に調整を行うこと。 

⑼ 緊急時の連絡手段を確保すること。 

⑽ 医療的ケアを実施する際に必要となる物品（保育園で用意しているもの除く）

を持参すること。 

⑾ 児童の体調不良により保育園での保育の継続が難しい場合、園からの連絡後、

児童を速やかに引き取ること。 

⑿ 医療的ケアの実施の必要がなくなった場合、「医療的ケア実施終了届」（様式８）

を市に提出する 


